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令和元年度 第２回直方市総合教育会議次第 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

（１）日 時 令和元年１２月１６日（月曜日） 

開 会 １５時３０分 

閉 会 １６時４３分 

（２）場 所 直方市役所 ５階 第５０３・５０４会議室 

 

２．出席者及び欠席委員の氏名 

（１）出席者 

    直 方 市 長 大塚進弘 

    直方市教育長 山本栄司 

    直方市教育委員 山内 健 

    直方市教育委員 澁谷昌樹 

    直方市教育委員 中野昭子 

    直方市教育委員 阿部英子 

（２）欠席者 

   なし 

 

３．会議に出席した者の氏名 

（１）事務局 

    総合政策部長 大場 亨 

    教 育 部 長 安永由美子 

    市政戦略室長 坂田 剛 

    教育総務課長 熊井康之 

    学校教育課長 川原国章 

    こども育成課長 塩田礼子 

    文化･スポーツ推進課長 古賀 淳 

    学校教育課管理主事 大塚泰信 

    戦略室担当係長 鏡 隆之 

 

（２）書 記 

    教育総務係長 舩越健児 

 

４．会議式次第 
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○教育総務課長（熊井康之） 

  定刻になりましたので、ただいまより令和元年度第２回直方市総合教育会

議を開会いたします。 

  議事に入ります前に、本日から阿部教育委員が就任されておりますので、

一言挨拶をお願いいたします。 

 

○阿部委員 

  本日より教育委員をさせていただきます阿部と申します。よろしくお願い

いたします。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  ありがとうございます。では、議事に入ってまいります。直方市総合教育

会議運営要項の第４条より、議長は大塚市長にお願いいたします。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  皆さん、こんにちは。第２回目の直方市総合教育会議ということで、本日

も前回同様５時を目途として会議を閉めさせていただきたいと思っておりま

すので、議事進行につきましてよろしくお願いします。 

  前回、皆様方からいただいたさまざまな御意見、下から積み上げていくか

上から示すかといった議事進行についての御意見もいただいた中で、事務局

より教育大綱の構成についてお示しさせていただいております。それに沿っ

て議事を進めたいと思いますので、まず、事務局から説明をお願いします。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  前回の議論を受けたうえで、教育大綱の構成について確認をお願いしたい

と思います。 

  誰が見てもわかりやすいシンプルな形にすること。大きなテーマを決めて、

それに基づく複数の基本方針をつくるということ。課題を挙げながら幾つか

の基本方針を決めていくこと。また、教育全体、生涯にわたって学ぶという

大きな視点からの理念と基本方針いう形で構成していくという意見が出てお

ります。 

  お手元にあるたたき台については、委員の皆様には事前に送付いたしてお

ります。これは奈良市を参考につくっておりますが、はじめにとか課題にと

いう部分が大綱に当たる部分、その後に基本方針が並べてある形になってお

ります。 
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  また、前回、目指す市民像をつくったらどうかと意見もございましたので、

間にその部分をいれております。基本的な形は、はじめにという部分、課題

という部分がありまして、めざすべき市民像、基本方針とつながる構成を考

えております。以上です。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  既に目を通していただいているということを前提といたしまして、今事務

局より説明がございました奈良市をモデルとした大まかな構成については、

お手元に示しているとおりでどうかと思っております。大きなテーマと、そ

れに合わせてはじめに、それから教育を取り巻く課題といったようなもの、

これが一つのくくりとして、次のめざす子ども・市民像、それから基本方針

といったように、大きくは二つに分けて議論を進めたいと思っております。 

  大きなテーマについては、言葉がいろいろ出てくるか思いますので、はじ

めに、それから教育を取り巻く課題、これについてそれぞれ読み込んでいた

だいた上での御意見等ございましたらお願いをしたいと思います。 

 

○教育長（山本栄司） 

  事務局のほうでたたき台といいますか、原案をつくっていただいておりま

す。前回の話し合いでいろいろポイントになるようなワードをうまくちりば

めながら立派なたたき台をつくっていただいています。 

  イメージとして、このような感じになっていくのだろうなというふうに思

います。先ほどスクリーンで出していただきました奈良のモデルを事例にし

たということで、奈良市も初めて作成したときはかなり力を込めてつくった

のだろうと感じるところですが、直方市は直方市の教育施策要綱というのが

別にありますので、それを含めて大綱ということを考えたときに、余りかた

苦しくというか、小難しくつくり上げるのではなく、先ほど出ていましたシ

ンプルというかわかりやすくまとめたほうがいいんじゃないかなと思うとこ

ろです。はじめにはいいですが、その後の教育を取り巻く課題の１、２、３

は挙げるのはどうかと思うところです。３番は幼児教育に特化した形ですが、

こういう形で課題を挙げていくと、課題は果たして本当にこれだけなのかと、

ほかにもあるんじゃないかとなって、その後のめざす市民像や基本方針に入

ってないじゃないかとか、基本方針でこういうことを挙げるなら課題でこれ

も挙げないといけないと、どんどんふえる方向にしかならないような気がい

たします。はじめにのところに、これからの社会、これからの時代はこうだ

からという大きな枠で捉えた課題として書き込んで、直方市としてはそうい

うことに応える教育を推進していく。教育大綱をそういう位置づけにします
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よということをはじめにの中で書き込んでいって、そのはじめにの次に大綱

をテーマとして挙げるような言葉がどんと入ってきて、それを受けてめざす

市民像があって、それから基本方針というような構成、流れでいったほうが

わかりやすくていいのではないかなという気がしていまして、そういう方向

はどうかと思ったのですが。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  課題があれば当然課題に対する対応としての施策が必要になり、基本方針

から具体的な施策になるのだろうということからすると、課題をこういう形

の三つに整理していく考え方と、はじめにというところの中にもろもろの課

題を入れて、市民像だとか基本方針を打ち出していくという展開の方がいい

のではないかという御意見でございますけれども。どうぞ、山内委員。 

 

○山内委員 

  私は今の教育長の意見に賛成ですけれども、文言はまだ練られていないの

でかわりはいろいろあるのでしょうけれども、読まれるのは市民の方々です

ので、読んですっと入りやすい、なるほどと言ってもらえるようなものにし

ていかないといけないと思うのですね。しかも、それは考え方の順序として

もなるほどと言ってもらえるようにしていかないといけないと思います。 

  そういう意味では、大枠はこれでいいと思うのですが、さらにもう一歩踏

み込むと、教育を取り巻く課題がやけに詳しいため、後のほうに大きな影響

を与えていくことになります。こう読みながら、こういう基本方針でいくん

だねと戻りますよね。ここは絶対関連を追及していくので、そういう意味で

は、前はできるだけ簡潔にして、これ自体を非常にコンパクトなものにして

いったほうがいいのではないかと。教育委員会の立場からいくとさらにそれ

を受けて教育施策要綱を毎年度、練り上げていきますので、そこで細かく具

体的な対応をしていったらいいのではないかというふうに私も考えておりま

す。以上です。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  ありがとうございました。山内委員から話がありましたように、文言は少

し練り上げていかないといけないと思いますが、構成という意味では、教育

大綱というのは市民にしっかりと知っていただいて、直方市の教育、こうい

う形で行くんですよということを読んでいいただく、もしくはそれがすっと

腑に落ちていくような形での表現、あるいはそういった中身に気をつけて整

理をしていかないといけません。澁谷委員、どうぞ。 
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○澁谷委員 

  読まれる方が市民ということなので、すっと入っていくような形でいかな

いと、この文章では課題が多過ぎて、直方市は何に取り組んでいくのか、教

育もいろんな教育があると思いますが、それを具体的に少し絞って書いたほ

うがいいかなと思います。何を書くのかについては、これから練っていかな

いといけないでしょうけれども。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  中野委員はどうでしょう。 

 

○中野委員 

  課題をこんなに羅列する必要はないと思います。めざす市民像と基本方針

に重点を置いて、なるべく文章は簡潔、短いほうが見やすいし、腑に落ちや

すいと思いますので、その方向がいいと思います。 

 

○教育長（山本栄司） 

  たたき台の段階でも、はじめにのところと課題１、２、３同じことが重複

して出てきたり、これが課題というのならあれもあるこれもあると出てきて

というふうになってしまうので、大きな枠で捉えた課題をどんとはじめにも

ってきて、勝負はやっぱりその後のだから、どういうふう市民像を目指しま

すよ、そして具体的な基本方針、それを五つほど挙げていくというのがいい

と思います。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  正しい現状認識、課題認識の上でということで書き込み過ぎている部分も

あるのかもしれませんが、そういったところを整理して、課題の認識が後の

市民像だとか基本方針につながっていくような形にしたらどうかという御提

案でございます。阿部委員はどうでしょう。 

 

○阿部委員 

  もし、課題がなくて、はじめにめざす子ども・市民像にしたとしても話は

見えますか。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  最初のところが膨らんでいる感じは否めないところがあると思いますので、

今、阿部委員が言われるようなことも含めてこの辺の整理をということでい
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けば、はじめにというところと課題とが重複しているところも整理しながら、

はじめにをまとめたらどうかという御提案でございますが、はじめにから課

題のところで落ちているところがあるのではないかという御指摘もあれば、

お出しいただいて、事務局の整理に任せたいと思いますけれども。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  言われましたように、はじめにの部分と教育を取り巻く課題の部分を合わ

せて１ページにまとまる程度に短くし、年内には郵送させていただきます。    

その部分の内容でかけている部分、加えたほうが良いということがあれば、

教育総務課のほうに直接連絡をお願いします。次回の会議では、その内容も

織り込んで議論する形をとらせていただきたいと思います。以上です。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  今、事務局からございましたように、お気づきの点があれば事務局にお寄

せいただき、その御意見も踏まえて整理をして、次回までには提示をしたい

ということでございます。この課題のところについてはよろしいでしょうか。 

 

○山内委員 

  はい。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  それでは、構成の中でいうと後半部分に入ろうかと思いますが、後半部分

がめざす子ども・市民像、それから基本方針という形になっております。 

前段部分で言うと、はじめにと課題を一つに整理したらどうかということ

になりましたが、市民像と基本方針、構成的には分けているわけですが、こ

れの整理の仕方も含めて御意見がございましたらお願いたします。 

 

○教育長（山本栄司） 

  はじめにから課題のところが整理されるとして、めざす子ども・市民像に

いくその間に、テーマみたいなものが挙げてありますね。直方市教育大綱と

いう表題があって、このテーマみたいなものが次にどんと来たほうがいいの

ではないかなという気がします。そして、めざす子ども・市民像にいくと。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  構成上、はじめにの前に大きなタイトルのようなテーマがきているわけで

すけれども、はじめと課題を整理した部分と市民像の間にテーマを挟んで、



 

－7－ 

それから基本方針といった続きにしたらどうかという提案でございますけれ

ども、他に意見も含めて何かございましたら。 

 

○山内委員 

  考え方としてはどちらもあり得ると思います。最初に置くという考え方と

はじめにの後に置くということと。はじめにの後に置くと書き手としては、

はじめに書く文章が全てそのテーマに向かっていく書き方を意識して、こう

いうはじめだからこのテーマですよということが強く出てきますよね。書き

手としては書きやすい気がいたします。冒頭に置くと、次のはじめにがぼや

けてしまう気がいたします。結論としては、どちらでも悪くないと思います。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  書き手側の意見はどうでしょうか。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  事務局はそこまで整理できておりませんが、奈良市もそのようなつくりに

なっておりまして、はじめにの部分があって、次に大綱が入ってきています。 

はじめにというところで全体的な内容を捉えて、次にテーマがきて、その

あとにめざす市民像、基本方針といくほうが書きやすいという気はいたしま

す。 

 

○教育長（山本栄司） 

  流れからいうと、はじめにのところにいろいろ課題、これから世の中はこ

うなっていくだろう、だから、直方の課題はこうなんだといったことが出て

きて、だから、直方はこのようなことに取り組むんだよということが出てく

る。その頭にすごくシンボリックにテーマが出てくるべきじゃないかなと思

います。今出していただいているテーマをベースに、これでいいのかどうな

のか、皆さんと協議しないといけないと思います。よりシンボリックなテー

マをぼんと出していったほうがおもしろいと思いますが。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  つくり方はいろいろあると思いますが、インパクトを与えるために最初に

どんと打ち出していくやり方もいいと思います。要するに特色は何でしょう

かということを、言葉一つでまとめたらこうなるねということで、総合計画

づくりのときに、私も経験がございます。議論で下から積み上げて、こうい

ったことをあらわしたらこういうタイトル、こういう言葉に集約されるよね
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ということを最初にどんと打ち出して、インパクトを与えて、後に論理の展

開をするといったやり方もあるでしょう。委員の皆さん方も、どういうパタ

ーンに確定させるかというのは今でなくて結構ですので、御意見はございま

せんでしょうか。山本委員が言われるように、途中に入れたらどうなのだろ

うという御提案もありましたけれども。 

  事務局から二パターン提示していただき、どちらがより市民に訴える力が

あって、すとんと落ちるかをみた方がわかりやすいかもしれないですね。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  では、はじめにと課題の部分をつくりかえるとともに、テーマを最初に持

ってきた形と、真ん中持ってきたものを、次回お示しするようにいたします。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  それでは、構成上は、次にめざす子ども・市民像と書いてあるところ、そ

して基本方針といくわけですけれども、こういう構成、考え方でよろしいで

しょうか。めざす子ども・市民像だけじゃなく、こんな言葉のほうがいいの

ではないかといった御提案もあれば、お受けしたいと思います。 

 

○山内委員 

  子どもと市民に分ける必要があるのだろうかというのが一つ思うところで

す。子どもは市民だから、「市民」一くくりでいいのではないかと。それに

関連して、先ほど市長が何か落ちていることはないですかと問われましたが、

生涯学習は生まれてから死ぬまでの何十年という期間にわたって行われるべ

きものであって、その中の一部分が学校教育であって、言うならば学校教育

も生涯学習の中の一部分なのですよね。ところが、それが別個の考え方で記

述してあるように思うわけなんですね。生涯学習の視点で求められる資質能

力はやっぱり学校でも求められるし、育てていかないといけない。そういう

関連の中で記述するスタンスが必要なんじゃないかと、読んでいて思います。

それは学校教育の事由だけど、直方市にとって生涯学習は大事なんですよと

いう五分と五分のスタンスで書き上げていくというところが、別個に二つに

切り離して書かれているんじゃないかなというのが、読みながらずっと感じ

たことで、そのスタンスでいくと子どもと市民を分けないほうがいいのでは

ないでしょうか。 
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○直方市長（大塚進弘） 

  今言われるように、生まれてから高齢になられるまでずっと一つ市民とい

うくくりにし、何ら分け隔てなく年齢によって何とかすることもない。めざ

す市民像みたいな形のくくりでいいのではないかという御意見でございます

けれども、どうでしょう。御異論がないようでしたら、もうここは子どもと

いうくくりはなくてもいいのではないかということで、整理させていただけ

ればと思います。 

 

○山内委員 

  子どもをなくして市民だけに変えたらやっぱりおかしいよねということに

なるかもしれません。一部保留ということで、試行錯誤していただけたらと

思います。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  後の基本方針が、生まれてから歳をとっていく過程のプロセスごとに方針

を決めていく考え方もあるでしょうし、共通する教育という考え方の整理の

仕方もあるでしょう。 

  ただ、生涯学習というのは、市民力を上げていくために私は極めて重要だ

と思っていまして、学校教育だけが大切ではなく、いつまでも学び続ける姿

勢といったことが大事だと考えております。市民を啓発し、行政もお手伝い

していくというようなことがないと、市民力も上がってこないだろうと思っ

ています。そういう意味では、生まれてから御高齢になって、その間をどう

やってしっかりと大綱の中でうたい込みながら、一方で、手当てをしていく

かということに言及したほうがいいと私自身も思っているところです。いや

いや、やっぱり重点は義務教育との考え方もあってもいいのかもしれない。

私は、議会などでは幼児教育を頑張らないといけないという話もしていまし

て、やっぱり小さいころ何らかの原因があるとしたら、その原点のところで

しっかりと対応することのほうが後々にきっといい影響が出るでしょう。そ

のほうがかける力もある意味では少なくて済むかもしれません。それを含め

て、成人した後もしっかりと自分たちが勉強するチャンスを、どこかでスイ

ッチが入るかわからないといいますか、勉強しないといけないと思ったとき

にできる社会をつくっていないといけないのかなという思いがございます。 

失敗を認めてもう一回トライをすることをよしとするような社会をつくる

ことが大事だろうと思っていますので、そういう意味で生涯学習を生かすべ

きかなと思っております。 
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○教育長（山本栄司） 

  教育大綱をどの枠まで捉えるのかなと思って国の資料を見ていたら、学校

教育だけじゃなく、生涯学習、社会教育の分野も全部含めたところで考えて

いるみたいです。必ずそうじゃないといけないというわけではなく、市町村

によって捉え方はばらばらで、学校教育に特化してつくっているところもあ

りますし、そこそこの思いが出ています。それぞれ自分たちの市町がやりた

いようなものをつくればいいということならば、直方のこれからを考えたと

きに、負の連鎖を断ち切るということもあって、まちづくりから変えていく。

そこに教育がかかわるんだという考え方からいくと、学校教育だけに特化で

きるものじゃなく、広く捉えていく方向性が必要と思います。 

 

○中野委員 

  青年層に対する部分も今からの直方に大事だと思います。そこについて、

具体的な文言が入ってきたら、より充実する内容になるかなと思います。 

 

○教育長（山本栄司） 

  山内委員が言われたように、子どもというのをとって、めざす市民像、市

民づくりとかいう観点はおもしろいなと思っております。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  教育大綱というと狭い感じのイメージで捉えられるところがあるかもしれ

ませんね。この際いろいろ意見をお出しいただいて、宿題は事務局のほうに

投げて、またやりとりしながら整理ができたらと思っていますので。 

 

○澁谷委員 

  私は、直方市がやる教育というのをどこか強く大綱に載せていただきたい。 

直方市がやる教育、直方市はこういうことをやるんだと、インパクトがあ

る形で載せて欲しいなと私は思います。何か文言は考えないといけないです

けれども。 

 

○教育長（山本栄司） 

  このめざす市民像から基本方針の中に直方らしさみたいなものが出てくる

ようになってくるんだろうと思います。そうした場合に、先ほど出てきたテ

ーマ、この言葉を決めてやらないと後が出てこないということになろうかと。

この大きなテーマを、どういう言葉で、文言でいきましょうというのを先に

決めて、めざす子ども・市民像と基本方針をつくっていったほうができやす
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いのか、めざす市民像と基本方針をつくってそれをあらわすのがこの言葉と

いう形でしていったほうがいいのか、どちらがやりやすいかですね。 

  事務局は、この大きなテーマに関しては任されても困るだろうと思うので、

ここで、この間いろいろ出されておる言葉、文言等を使って作らないといけ

ないと思いますが。 

 

○山内委員 

  今日は、後半部分での意見が出尽くしてこれでいいねとなったら、次にい

わゆるテーマを論議するという形で進んでいくわけですかね。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  山本委員がおっしゃるように、ある程度ここを書いていないと市民像みた

いなものになかなか落とせないのではという御意見もあるので、ぜひお出し

いただければと思います。事務局側も、いろんな意見をくみ上げたほうが、

それを包含するとこういう形の言葉に集約されますみたいなことが出てくる

と思います。 

 

○教育長（山本栄司） 

  テーマとしてはこういう言葉じゃないかなというのが、資料の１行目の部

分ですよね。 

 

○山内委員 

  未来をひらく教育、これは事務局でつくったものですよね。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  未来をひらくというのは、市長も議会で常々言われていますけれどもＳＤ

Ｇｓ、次世代育成というところからもってきています。未来という言葉は多

方面でたくさん出てくるので、未来をひらくということが必要かなと思って

入れています。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  私どもは、総合計画の策定に取り掛かっておりますが、そのベースにはＳ

ＤＧｓの１７の項目の考え方を取り入れ、持続可能な地域をどう作っていく

か、それを生かした施策づくりをやろうとしています。ある意味では、この

大綱も同じような形であるというのもありがたい話かもしれないですね。 
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○山内委員 

  未来をひらく、これは教育施策に同じような言葉が入っていないかな。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  入っています。 

 

○教育長（山本栄司） 

  こういうテーマが最初にどんとあって、その下にそれを補助するようなサ

ブテーマがくるという流れでもいいと思います。教育大綱をつくるのだから、

教育という言葉も省き、未来をひらくでもいいのかなと思う。 

 

○山内委員 

  未来をひらくはいいですね。 

 

○教育長（山本栄司） 

  テーマですよね。だから、未来をひらく。 

 

○山内委員 

  この先、１０年、２０年、３０年、４０年、子供たちの未来は厳しいもの

があると思います。世界的にも、日本もそうですが、自分たちの力でたくま

しく向かっていくようなものは、とっても大事にしていかないといけないと

思います。そういう意味で、未来をひらくというのはキーワードとしてとて

もいいような気がします。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  私は、山内委員が言われるように、これからは中高年にとっても厳しい世

の中であると思っています。対応能力がだんだん落ちていく中でこれだけ変

化が激しいと、その人たちもしっかりと未来をひらかないといけないのでは

ないかと。子供たちはしっかりと環境を整えれば適用能力はあると思います

が、我々世代というか、成年の人たちを含めてですけれども、しっかりと変

化に対応して自分たちの未来をひらいていかないとと思いますので、そこに

も未来をひらくという言葉をメッセージとしてもらったほうがいいかなと思

います。 
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○阿部委員 

  先ほど言われたように、生まれてから死ぬまで生涯学習ということなら、

２１世紀の社会じゃなくて、全体の全世代に向けた言葉でもいいのかなと。 

 

○中野委員 

  生涯学び続けるという間接的な言葉が入っていますけれども、生涯学習と

いう言葉が入っていないので、阿部委員が言われたように生涯学習という言

葉を盛り込むのも、わかりやすくていいかなと思います。 

 

○教育長（山本栄司） 

  生涯学習といった言葉だとか、そのようなニュアンスのことは、基本方針

に入ってくると思います。全体のテーマなので、教育、社会教育から全てを

含んだ中でのこの部分の言葉というのは、部分的な言葉は出てこないほうが

いいでしょうね。 

  確かに、市長が言われたように、未来をひらくというのがこの後の基本方

針において直方の特色を出していくことになっていくし、これはいろんなこ

とにかかわってくると思います。個人の未来をひらくという意味合いもある

だろうし、直方市の未来をひらいていくということの意味にもなってくるだ

ろうし、これから世の中がどう変わるかわからないようななかで、これから

の社会をみんなで直方市がどう切り開いていくか、きりひらいていく力をも

った市民を育てていきますよというような大きなテーマになっていくのだろ

うなという気がいたしますので、未来をひらくというのはいいなと思います。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  言葉が出てしまうと、ついそれいいなという話になってしまうんですけれ

ども。 

 

○中野委員 

  代替案が浮かばないようなら、サブテーマをつけるのはどうでしょう。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  今までの意見をうまく簡潔に表現できればいいかもしれません。 

 

○教育長（山本栄司） 

  ないならないでもいけますね。サブテーマとしては、２１世紀をたくまし

く生き抜く力、人づくり。 
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○山内委員 

  抽象的ですが、未来をひらく一人一人が輝くまち直方を目指して。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  総合計画のタイトルにふさわしいような感じですね。 

 

○山内委員 

  未来をひらく、一人一人が輝くまち直方を目指して。とても抽象的で、何

をもって輝くのかというところはありますが。 

 

○中野委員 

  共生とか多様性という時代なので、個性が輝いていいと思います。私は、

進化とか改革という言葉が好きですが、盛り込んだらどうでしょうか。 

 

○教育長（山本栄司） 

  前回の会議のとき出ていた変化とか創造、クリエイティブという感じです

ね。 

 

○澁谷委員 

  多様化する社会、生き抜く力はどうでしょう。 

 

○教育長（山本栄司） 

  先ほどの未来をひらくをメーンテーマにするのなら、サブテーマとしては

とてもしっくり合いますね。今の多様化する社会を生き抜くと言われたので

すかね。多様化する社会を生き抜く力。それが未来をひらく力なんだと。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  今までの議論を踏まえて、ほかにキーワードになりそうな言葉はございま

せんでしょうか。多様化はいろいろ形で使われていて、ワンチームという言

葉すら多様化の一つのあらわれでもあるので、ある意味では今の社会を象徴

するといえます。これからますます多様化というか、ダイバーシティと言わ

れる社会に入っていくと思いますし、一方でこの間出ていたような誰一人取

り残さずにという話で言うと、多様性と同時に、いかに社会全体で取り組ん

でいくかといった考え方もあろうかと思います。 
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○阿部委員 

  私は、サブタイトルはなしで、未来をひらく一文字のほうが、インパクト

があると思います。順番も、最初に持ってきたほうが何に対してのテーマな

のかを思いながらはじめにを読み始めるので、二番目に持ってくるよりも最

初に持ってきていただいたほうが理解しやすいですね。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  論議の展開の仕方ですよね。結論から入っていくやり方のほうが、インパ

クトがあるという。 

 

○山内委員 

  未来をひらくだけでもいい感じがしますね。 

 

○教育長（山本栄司） 

  サブテーマ的なものである程度フォローできる形になれば、市民の皆さん

が見たときに、すっといくかなという感じがします。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  事務局、どうぞ。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  先ほどのはじめにと課題の部分を合わせたて整理した内容と、いろいろい

ただいた言葉でサブテーマになりそうなものを幾つかつくり、一緒に送らせ

ていただきたいと思います。それを、次回参考にして議論いただきたいと思

いますが、そのような運びでどうでしょうか。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  なかなか文字がペーパーに落とし込めていないところがあり、行きつ戻り

つの議論になりかねないので、次回事務局で整理していただいたものを見た

上でまた検討いただきたいというふうに思います。よろしいでしょうか。 

 

○山内委員 

  はい。 
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○直方市長（大塚進弘） 

  あとめざす市民像という言葉に集約したほうがいいというのが結論だった

と思いますので、未来をひらくのようなイメージからどういう市民像を描く

かということもありますので、この辺について何か御意見があればお願いし

ます。 

 

○中野委員 

  体力面の育成というか、強化といったことを加えたらいいのではないかな

と思いますが。 

 

○澁谷委員 

  長生きも大切では。 

 

○中野委員 

  人生は今１００年、１２０年の時代に入ってきていますが、直方に来たら

長生きできるのなら、多くの人が移住してくるのでは。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  市民像の後の基本方針が出てくるときに、なかなか今の話は落とし込めな

いような感じがしないでもないですが、生涯学習の一環にそういったみずか

らの健康をしっかりと維持することが人生を明るくするとか、もしくは未来

をひらく意味で重要だというキーワードであれば入れていってもいいかもし

れません。 

 

○教育長（山本栄司） 

  文言はまだ整理されていないのでこれからつくっていかないといけません

が、めざす市民像の三つあるうちの二つ目のほうが一つ目よりも上にきたほ

うがいいと思います。下の基本方針の順番に合わせても、一つ目と二つ目は

逆のほうがいいかなと。 

 

○山内委員 

  これはもっと簡潔にしたほうがいいのと、育成しますで全部終わっていま

すが、めざす市民像とあって、育成します、育みますという終わり方は合わ

ない。市民像ときたら、何々な市民といった終わり方がいいのではないでし

ょうか。三つ目の、自立した人間として、責任ある生き方ができる市民とい

うのはわかりやすいので、こういう形がいいのではないでしょうか。 
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○直方市長（大塚進弘） 

  総合計画をつくるときに最初に掲げるぐらいしか目にしませんが、直方市

の市民憲章があります。その憲章から余りずれないほうがいいと思います。 

  また、この自立という言葉は、みずから律するのか、みずから立つのかと

いろいろ議論をしていたことがあって、どういう意味合いを込めて使うかと

いうことも考えないといけません。 

 

○教育長（山本栄司） 

  市民憲章と照らし合わせてみるといいですね。 

 

○山内委員 

  教育施策に書いてなかったでしょうか。 

 

○教育長（山本栄司） 

  市民憲章はないので、ここは練り合わせが必要ですね。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  事務局のほうに、市民憲章とすり合わせの上で整理をしていただいたほう

がいいかなと思っております。文章的には極めて短く簡潔にして、市民像な

ので、こういう市民という形でとめるのが望ましいと思います。 

 

○山内委員 

  市民憲章を読んだら、結構、この内容と重なっていますね。 

 

○教育長（山本栄司） 

  これをもとに整理したらどうでしょう。そうしたときに、基本方針のタイ

トルと文章はどうなのでしょう。 

 

○山内委員 

  それはめざす市民像がはっきりしたときに、基本方針との関連が明確にな

ってくると思います。市民像ができた段階で議論していかないといけないの

ではないでしょうか。 
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○直方市長（大塚進弘） 

  山内委員がおっしゃるように、市民像に対してどういうアプローチを方針

として出していくかがリンクしていないと、つながりが見えない感じになり

ますよね。事務局、どうぞ。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  市民像については、短くするとともに、最後はこういう市民でとめること

と、市民憲章を考慮してつくり直し、これも教育委員の皆様に事前にお送り

いたしますので、次回整理していただくような形でお願いいたします。 

  最後に、一点だけ御議論を願いたいんですけれども、めざす市民像、その

一個一個に対して基本方針をつくっていくような形になるのか、数を合わす

ことにはこだわらないのかということだけ決めていただきたいと思います。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  事務局より、一対一に対応した基本方針にするべきかどうかということで

すが、どうでしょう。いろいろなパターンがあるかなと思いますので、余り

こだわらなくていいかなとは思いますが、事務局のほうに任せて整理をお願

いします。 

 

○教育長（山本栄司） 

  イメージ的にいうと、テーマが一点どんとあって、めざす市民像が三つほ

どあって、基本的な方針が五つぐらいに分かれるというのが、バランスがい

い感じがします。めざす市民像も、基本方針にもっていくための市民像だか

らあんまり具体的な文言が出過ぎたら後がつくりにくいので、そこのバラン

スも大事かなと思います。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  最初に言ったシンプルに、すとんとわかりやすくというところは意識して

おかないといけないですね。 

 

○澁谷委員 

  この文章からいくと、はじめにのところが重く、もう世の中は大変みたい

な内容が多すぎます。直方は、自然豊かな中で生活できて、その中で教育が

できるようなことも必要ではないでしょうか。 
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○直方市長（大塚進弘） 

  未来をひらくとなったときに、直方が持っている資産、明るい面も見えて、

未来も見えそうかなという感じも必要ですね。 

 

○教育長（山本栄司） 

  そういうことも入れてあってもいいかもしれませんね。不易と流行とよく

言いますが、何を残すか何を変えていくかというのが大事です。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  山本委員から不易流行という話も出ましたので、そういったことも含めて

前段のところも整理をし、タイトルには未来をひらくといった言葉を頭に持

ってくるか下に持ってくるかを次回判断していただくということ。市民像に

ついては、市民憲章との整合性をとりながら整理をしていただく。基本方針

については、市民像を方針に展開するときにどういう整理をしたらよりわか

りやすいかというところを事務局なりに整理していただいて、次回、議論を

するというようなまとめで、委員の皆様方よろしいですかね。 

 

○山内委員 

  はい。 

 

○直方市長（大塚進弘） 

  それでは、５時までということにしておりましたけれども、いろいろな御

意見をいただいておりますし、お気づきの点がございましたら事務局のほう

にお寄せいただいて、事務局が整理し、各委員の皆様方に年内に配付という

形で進めさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  あとは事務局にお任せしたいと思います。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  長時間ありがとうございました。先ほどの市長のまとめのとおり、本日の

意見を整理し、年内にたたき台を送らせていただいて、次回の会議で議論い

ただきたいと思います。 

  次回の会議につきましては、令和２年１月１７日の金曜日、同会場にて実

施したいと思っております。 

  それでは、以上で本日の会議を閉会いたします。ありがとうございました。 
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  上記のとおり直方市教育委員会会議規則第１３条及び第１４条の規定によ

り会議録を作成した。 

 

 

        直方市長 

       

          大塚 進弘      

 

   

      


